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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 29年４月 28日に公表した連結業績予想を下記のとおり修正しましたのでお

知らせいたします。また、平成 30 年３月期の１株当たり配当予想について、本日の取締役会において、下記の

とおりとすることを決議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 

● 連結業績予想の修正について 

平成 30 年３月期第２四半期（累計） 連結業績予想数値の修正（平成 29 年４月１日～平成 29 年９月 30 日） 

 
 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益           

 

前回発表予想(A) 

百万円 

930,000 

百万円 

35,000 

百万円 

20,000 

百万円 

15,000 

円 銭 

41.40 

今回発表予想(B) 930,000 40,000 30,000 25,000 69.01 

増減額(B-A) 0 5,000 10,000 10,000  

増減率(%) 0 14.3 50.0 66.7  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 29 年３月期第２四半期） 
815,130 30,995 12,320 4,109 11.31 

 

平成 30 年３月期通期 連結業績予想数値の修正（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

 
 

売上高 営業利益 経常損益 
親会社株主に帰属 
する当期純損益 

1 株当たり 
当期純損益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

1,870,000 

百万円 

75,000 

百万円 

50,000 

百万円 

30,000 

円 銭 

82.81 

今回発表予想(B) 1,880,000 80,000 55,000 35,000 96.61 

増減額(B-A) 10,000 5,000 5,000 5,000  

増減率(%) 0.5 6.7 10.0 16.7  

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年３月期） 
1,695,864 9,749 △19,103 △23,045 △63.54 

※当社は、平成 28 年 10 月１日を効力発生日として、10 株を１株とする株式併合を実施したため、平成 29 年３月期

の期首に当該株式併合が行なわれたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び１株当たり当期純損益を算定してお

ります。 
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修正の理由 

前回（平成 29 年４月 28 日）業績予想時と比較すると、建設機械事業において中国における油圧ショベルの

販売台数が増加傾向にあることや、電力事業においては、燃料費の電力単価への反映に時期ずれがある中、

燃料価格が想定よりも低位に推移していることなど各事業において不確定な要素について、一定の想定をした

結果、第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び通期の売上高、営業利益、経常利益の予想を上

方修正しております。 

加えて、第１四半期連結累計期間において投資有価証券売却益を特別利益として計上したことなどから、第

２四半期連結累計期間及び通期の親会社株主に帰属する当期純利益の予想を上方修正しております。 

 

●配当予想の修正について 

 年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想 

（平成 29 年４月 28 日発表） 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

― ― ― ― ― 

今回修正予想 ― 10.00 ― ― ― 

当期実績 ― ― ―   

前期実績 
（平成 29 年３月期） 

― 0.00 ― 0.00 0.00 

※当社は、平成28年10月１日を効力発生日として、10株を１株に併合する株式併合を実施しております。 

 

修正の理由 

当社は、配当につきましては、継続的かつ安定的に実施していくことを基本としつつ、財政状態、業績の動

向、先行きの資金需要等を総合的に考慮して決定することとしております。これに基づき、当期の中間配当に

つきましては、１株につき 10 円とする方針を決議いたしました。なお、期末配当につきましては、予想額を未定

としております。 

 

 

 （注）上記の業績予想につきましては本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したもの

であります。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

以 上 
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